
- 168 - 

 

所  属 ：情報科学研究科 医用情報科学専攻 医用情報通信研究室 

職・氏名 ：教 授 田中 宏和 

U R L   ：  

研究キーワード ：医用情報通信、符号理論、無線通信、Body Area Network(BAN) 

 

■研究テーマ 

①医療ヘルスケア向け Body Area Network(BAN)に関する研究 

現在のウェアラブル生体センサは１つの筐体に複数のセンサが内蔵されており、それぞれの

センサのデータをまとめてスマホやタブレットにBluetoothを用いて伝送する仕組みを取って

いることが。一方で、それぞれのセンサには装着すべき適材適所があり、今後のウェアラブル

生体センサの適用法としては超小型・超低消費電力のセンサが適材適所に配置され、それらが

同期を取りながらネットワークで接続されることで、１つの仮想センサとして機能させる仕組

みを取り入れる技術、Body Area Network (BAN) が必要となります。 

BAN の技術要求である、超低消費電力、システム共存、QoS の最適制御、タイムリな接続

性等の技術課題に取り組み、欧州電気通信標準化機構（ETSI）、国際電気標準会議（IEC）な

どの標準化機関と連携して、研究成果を標準化する活動を行っています。 

 

②ウェアラブル生体センサシステムに関する研究 

 高信頼、超低消費電力のウェアラブル生体センサと BAN、クラウドにより構築されるウェ

アラブル生体センサシステムの各要素技術研究を行っています。具体的には、超低消費電力の

生体センサ要素技術の研究開発、各種生体センサを用いて健康管理、診断補助に繋がる解析・

アルゴリズムなどの研究、クラウドに集積されたデータ、診断・解析結果をビックデータとし

て処理・可視化するソフトの研究、および本研究成果を用いて国際標準化や実証試験を推進す

る活動を行っています。  

 

■研究テーマの応用例 

 人々の健康の向上、医療費を削減するには病気にならないよう未然に防ぐことが重要です。 

ヘルスケア IoTの進展により，連続計測可能なウェアラブル生体センサによって、日常生活の

中で無理なく最先端医療技術に繋がり、診断・解析結果が本人にフィードバックされるサービ

スが実現することで、健康管理・診断・対策、医療コストの削減等に貢献します。例えばウェ

アラブル生体センサシステムによって、個人の心拍、脈拍、体動、姿勢、脳波等の主要生体情

報を連続計測・統合化することにより自律神経バランスや睡眠状態血圧変動などを推定し、日

常の連続的な変化を観察することで健康状態の診断補助に役立てます。 
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